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セクシュアル・ハラスメント法理における「歓迎されないこと」概念の考察（一）

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
法
理
に
お
け
る

「
歓
迎
さ
れ
な
い
こ
と
」
概
念
の
考
察
（
一
）

─
─
ア
メ
リ
カ
の
判
例
・
学
説
を
中
心
に
─
─

松
　
　
岡
　
　
千
　
　
紘

は
じ
め
に

第
一
章　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
お
け
る
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件
の
成
立
過
程

　

第
一
節　

申
立
人
の
「
主
観
」
の
評
価
と
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件

　

第
二
節　

M
eritor

事
件
と
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件

　
　
（
一
）　

一
審
・
二
審
判
決

　
　
（
二
）　

最
高
裁
判
決

第
二
章　
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件
を
巡
る
判
例
の
判
断
傾
向

　

第
一
節　
「
全
体
的
な
状
況
」
テ
ス
ト
と
申
立
人
の
言
動

　

第
二
節　

判
例
の
検
討

第
三
章　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
者
の
法
主
体
像
を
巡
る
判
例
の
展
開

　

第
一
節　
「
通
常
人
」
基
準
と
「
通
常
の
女
性
」
基
準
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論　　　説

　
　
（
一
）　

両
基
準
に
か
か
る
下
級
審
判
例
の
展
開
（
以
上
本
号
）

　
　
（
二
）　
「
通
常
人
」
基
準
を
採
用
し
た
最
高
裁
判
決

　

第
二
節　

両
基
準
に
関
す
る
議
論
の
検
討

　
　
（
一
）　

学
説
上
の
「
通
常
の
女
性
」
基
準
の
支
持
根
拠

　
　
（
二
）　
「
通
常
の
女
性
」
基
準
に
対
す
る
批
判

　
　
（
三
）　
「
通
常
の
女
性
」
基
準
と
同
性
間
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

お
わ
り
に
─
─
今
後
の
検
討
課
題
─
─

は
じ
め
に

　

近
代
法
に
お
い
て
、
法
と
い
う
抽
象
空
間
に
お
け
る
「
個
人
」
は
、
人
格
的
自
律
を
有
す
る
者
と
し
て
「
自
由
」
を
行
使
し
、
そ
の

人
格
的
発
展
を
遂
げ
る
存
在
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
近
代
法
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
思
想
的
基
軸
を
な
す
「
個
人
」
は
、
規
範
と

し
て
の
「
自
由
」
の
要
請
を
受
け
、
社
会
の
中
で
、
そ
の
「
自
由
」
を
理
性
的
に
行
使
す
る
主
体
と
し
て
観
念
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
規
範
と
し
て
の
「
自
由
」
の
行
為
主
体
は
、
同
時
に
現
実
の
社
会
的
諸
関
係
の
中
で
、
そ
の
「
自
由
」
の
行
使
に
様
々
な
制
約
を

被
る
存
在
で
も
あ
る
。
も
し
個
人
の
「
自
由
」
の
行
使
を
妨
げ
る
社
会
的
要
素
を
無
視
し
、
個
人
の
「
自
由
」
を
所
与
の
も
の
と
し
て

法
理
上
定
置
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
か
え
っ
て
「
自
由
」
の
行
使
を
阻
害
し
な
い
か
。
つ
ま
り
、
現
実
の
個
人
が
被
る
「
自
由
」
の
制

約
を
無
視
し
た
ま
ま
、
法
主
体
像
を
、
理
念
／
規
範
と
し
て
の
「
自
由
」
を
既
に
享
受
し
て
い
る
個
人
と
想
定
す
る
こ
と
が
、
現
実
の

個
人
の
「
自
由
」
を
縮
減
す
る
結
果
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
は
、
現
実
の
具
体
的
「
自
由
」
の
行
使
の
局

面
に
当
て
は
め
る
と
き
、
よ
り
鮮
明
に
な
る
。
例
え
ば
、
性
行
為
に
対
す
る
女
性
の
「
自
由
」
は
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
状
況
で
行
使
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
両
性
の
経
済
的
格
差
は
女
性
労
働
者
を
、
職
場
の
男
性
上
司
か
ら
の
性
的
要
求
を
断
り
づ
ら
い
立
場
に
置
く
で
あ

（
1
）

（
2
）

（
3
）
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セクシュアル・ハラスメント法理における「歓迎されないこと」概念の考察（一）

ろ
う
。
し
か
し
女
性
労
働
者
が
上
司
か
ら
の
意
に
反
す
る
性
的
要
求
を
受
け
入
れ
た
場
合
、
な
お
か
つ
法
が
女
性
の
性
行
為
を
行
う

「
自
由
」
を
所
与
の
も
の
と
想
定
し
た
場
合
、
た
と
え
当
該
女
性
に
と
っ
て
の
そ
の
性
行
為
が
不
本
意
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に

は
「
合
意
」
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
う
、
即
ち
女
性
の
「
自
由
」
は
既
に
行
使
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
社

会
的
制
約
を
被
る
個
人
の
「
自
由
」
を
実
質
的
に
保
障
す
る
た
め
に
、
法
主
体
像
に
お
い
て
所
与
の
も
の
と
さ
れ
る
「
自
由
」
に
対
し
、

種
々
の
制
約
が
存
す
る
社
会
的
状
況
下
に
あ
る
「
自
由
」
を
基
底
と
し
た
法
理
の
検
討
、
換
言
す
れ
ば
既
存
の
法
主
体
像
の
再
検
討
が

必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
既
存
の
法
主
体
像
と
「
自
由
」
の
関
係
に
か
か
る
論
点
に
関
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
学
（
あ
る
い
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
法
学
）
に
よ

り
、
歴
史
的
に
「
人
」
と
い
う
主
体
か
ら
女
性
が
排
除
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
、「
人
」
と
い
う
法
主
体
像
が
、
表
面
的
に
は
「
中

性
」
で
あ
り
な
が
ら
も
、
内
実
、「
男
性
」
で
あ
り
、「
女
性
」
の
経
験
や
視
点
を
等
閑
に
付
し
て
い
た
と
批
判
さ
れ
て
き
た
。
日
本
に

お
い
て
は
、
こ
う
し
た
批
判
は
、
中
山
道
子
や
辻
村
み
よ
子
ら
に
よ
り
、
憲
法
学
に
お
け
る
個
人
主
義
や
法
主
体
像
の
問
題
と
し
て
の

応
答
が
試
み
ら
れ
た
。
中
山
は
日
本
国
憲
法
の
立
脚
す
る
個
人
主
義
哲
学
を
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
思
想
に
立
ち
遡
り
法
史
的
・
哲
学
的

に
検
討
す
る
中
で
、
ロ
ッ
ク
の
個
人
主
義
が
純
粋
な
個
人
に
立
脚
す
る
も
の
で
は
な
く
、
家
長
単
位
の
も
の
で
あ
る
、
即
ち
、
家
父
長

制
的
個
人
主
義
の
要
素
を
内
包
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
辻
村
は
、
こ
う
し
た
近
代
人
権
原
理
へ
の
懐
疑
や
批
判
に
照
ら
し
、
自

立
し
た
「
強
い
個
人
」
を
人
権
主
体
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
に
対
し
、「
女
性
の
人
権
」
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
考
慮
し
た
新
た
な

人
権
論
の
在
り
方
を
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
論
内
部
に
お
け
る
理
論
的
対
立
を
整
理
し
な
が
ら
模
索
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
法
主
体
像
に
か
か
る
概
念
史
や
理
論
分
析
は
、
近
代
法
上
前
提
と
さ
れ
て
い
る
法
主
体
像
の
「
中
立
性
」
に
疑
問
を
投
げ

か
け
る
重
要
な
指
摘
を
含
蓄
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
課
題
と
す
る
社
会
的
状
況
下
に
あ
る
「
自
由
」
を
基
底
と
す
る
法
主
体
像

の
検
討
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
批
判
の
意
義
を
実
証
す
る
た
め
に
も
、
実
際
に
既
存
の
法
主
体
像
が
社
会
的
に
脆
弱
な
地
位
に
あ
る

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）
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論　　　説

個
人
の
「
自
由
」
に
対
し
も
た
ら
す
影
響
を
、
具
体
的
事
例
を
通
し
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
特
に
、
現
実

に
「
自
由
」
の
行
使
が
困
難
な
地
位
に
あ
る
具
体
的
な
人
々
及
び
状
況
、
そ
し
て
そ
の
「
自
由
」
の
行
使
の
プ
ロ
セ
ス
を
対
象
と
し
、

多
角
的
に
検
証
す
る
こ
と
が
有
用
と
な
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
実
社
会
に
生
じ
る
「
自
由
」
の
制
約
は
多
岐
に
渡
る
た
め
、
本
稿
で
網
羅
的
に
検
討
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
こ
の
問
題
を
、
社
会
的
に
も
脆
弱
な
地
位
に
あ
る
「
女
性
」
と
法
と
の
関
係
を
分
析
し
て
き
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
学
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
参
照
し
、
対
象
領
域
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
「
合
衆
国
」
と
い
う
）
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
以
下
「
Ｓ
Ｈ
」
と
い
う
）
と
い
う
具
体
的
な
問
題
に
絞
り
検
討
し
て
い
く
。
近
年
日
本
に
お
い
て
も
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
る
Ｓ
Ｈ
は
、

そ
の
被
害
者
に
と
っ
て
、
職
場
に
お
け
る
職
務
遂
行
に
不
当
に
干
渉
す
る
行
為
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
被
害
者
自
身
の
性
的
自
由
に
対
す

る
侵
害
行
為
で
も
あ
る
。
こ
の
Ｓ
Ｈ
に
関
す
る
合
衆
国
の
法
理
は
、
社
会
的
状
況
を
構
成
す
る
男
女
間
の
権
力
関
係
の
分
析
を
そ
の
理

論
的
な
主
軸
に
据
え
て
き
た
た
め
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
学
か
ら
の
豊
富
な
理
論
的
分
析
を
蓄
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
合
衆
国
の
Ｓ
Ｈ
法

理
は
、
具
体
的
な
社
会
的
関
係
に
お
い
て
脆
弱
な
地
位
に
あ
る
個
人
の
状
況
に
焦
点
を
あ
て
な
が
ら
も
、
そ
こ
か
ら
理
論
的
・
抽
象
的

な
規
範
を
定
立
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
営
み
で
あ
り
、
前
出
の
社
会
的
状
況
下
の
「
自
由
」
の
制
約
要
素
及
び
そ
こ
で
問
題
と
な
る

「
法
主
体
像
」
を
検
討
す
る
た
め
の
有
効
な
分
析
視
座
を
供
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
合
衆
国
に
お
け
る
Ｓ
Ｈ
の
法
理
で
は
、
し
ば

し
ば
そ
の
被
害
者
の
主
観
性
の
評
価
が
中
核
的
論
点
に
据
え
ら
れ
て
お
り
、
当
該
論
点
は
、「
歓
迎
さ
れ
な
い
こ
と
（unw

elcom
e-

ness

）」
の
要
件
と
し
て
多
く
の
論
者
か
ら
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
Ｓ
Ｈ
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
社
会
的
状

況
下
で
、
法
理
上
被
害
者
の
主
観
が
い
か
に
し
て
「
歓
迎
さ
れ
な
い
こ
と
」
の
要
件
を
通
じ
て
評
価
さ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
き
検
討
を

加
え
る
こ
と
で
、「
自
由
」
の
制
約
要
因
に
お
け
る
主
観
的
要
素
を
顧
慮
し
た
法
理
の
探
求
を
試
み
る
。

　

ま
ず
、
合
衆
国
Ｓ
Ｈ
判
例
に
お
い
て
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件
が
成
立
す
る
過
程
を
概
観
し
た
後
、「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件
が
争

（
9
）
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セクシュアル・ハラスメント法理における「歓迎されないこと」概念の考察（一）

わ
れ
た
初
の
合
衆
国
最
高
裁
判
例
を
検
討
し
（
第
一
章
）、
次
に
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件
の
下
級
審
判
決
で
の
運
用
及
び
課
題
に
論

及
す
る
（
第
二
章
）。
最
後
に
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件
の
審
査
と
の
関
連
で
議
論
と
な
っ
て
い
る
審
査
に
あ
た
っ
て
の
「
法
主
体

像
」
の
問
題
を
下
級
審
判
決
及
び
当
該
論
点
に
対
す
る
学
説
に
お
け
る
議
論
状
況
を
中
心
に
検
討
す
る
（
第
三
章
）。
以
上
の
分
析
を

以
て
、
社
会
的
状
況
下
の
「
自
由
」
に
関
す
る
法
理
を
究
明
す
る
一
端
と
し
た
い
。

第
一
章　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
お
け
る
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件
の
成
立
過
程

第
一
節　

申
立
人
の
「
主
観
」
の
評
価
と
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件

　

今
日
、
日
本
社
会
に
も
広
く
社
会
的
・
法
的
に
定
着
し
て
い
る
Ｓ
Ｈ
と
い
う
言
葉
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い

て
形
成
さ
れ
た
造
語
で
あ
り
、
最
広
義
に
お
い
て
は
「
望
ま
れ
な
い
性
的
な
言
動
」
を
指
す
。
一
九
七
〇
年
代
半
ば
、
女
性
の
労
働
人

口
の
増
加
と
と
も
に
、
労
働
問
題
と
し
て
顕
在
化
し
て
き
た
Ｓ
Ｈ
は
、
当
初
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
や
不
法
行
為
法
上
の
訴
訟
原
因
に
基
づ

く
司
法
救
済
等
を
通
じ
て
問
題
解
決
が
図
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
不
法
行
為
法
上
の
措
置
は
事
後
的
救
済
で
あ
り
、
か
つ
、

違
法
性
の
証
明
が
困
難
な
こ
と
も
あ
り
、
必
ず
し
も
十
分
に
Ｓ
Ｈ
の
予
防
及
び
被
害
者
の
救
済
が
達
成
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

ア
メ
リ
カ
で
は
主
と
し
て
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
差
別
禁
止
立
法
で
あ
る
公
民
権
法
第
七
編
（T

itle V
II of the Civil Rights A

ct

：
以

下
「
第
七
編
」
と
い
う
）
の
適
用
、
及
び
後
述
の
雇
用
機
会
均
等
委
員
会
（Equal Em

ploym
ent O

pportunity Com
m

ission

：

以
下
「
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
」
と
い
う
）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
運
用
に
よ
り
、
職
場
に
お
け
る
Ｓ
Ｈ
の
法
的
救
済
が
企
図
さ
れ
て
き
た
。

　

第
七
編
七
〇
三
条
（
ａ
）
は
、（
一
）
個
人
の
人
種
、
皮
膚
の
色
、
宗
教
、
性
別
又
は
出
身
国
を
理
由
と
し
て
、
個
人
を
雇
用
し
な

い
こ
と
、
雇
用
を
拒
否
す
る
こ
と
、
若
し
く
は
解
雇
す
る
こ
と
、
又
は
、
報
酬
、
雇
用
条
件
若
し
く
は
雇
用
上
の
権
利
に
関
し
て
個
人

を
差
別
す
る
こ
と
、（
二
）
個
人
の
人
種
、
皮
膚
の
色
、
宗
教
、
性
別
又
は
出
身
国
を
理
由
と
し
て
、
個
人
か
ら
雇
用
機
会
を
奪
う
若

（
10
）

（
11
）
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し
く
は
そ
の
効
果
を
有
す
る
方
法
、
又
は
、
被
用
者
と
し
て
の
地
位
に
不
利
な
影
響
を
及
ぼ
す
方
法
に
よ
り
、
そ
の
被
用
者
又
は
雇
用

の
応
募
者
を
制
限
し
、
差
別
し
、
類
別
す
る
こ
と
を
、
違
法
な
雇
用
行
為
と
し
て
規
定
す
る
。

　

第
七
編
が
制
定
さ
れ
た
後
、
一
九
七
六
年
と
一
九
七
七
年
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
で
Ｓ
Ｈ
が
第
七
編
で
禁
止
さ
れ

て
い
る
性
差
別
の
形
態
と
し
て
相
次
い
で
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
は
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
Ｓ
Ｈ
を
次
の
よ
う
に
定
義

し
た
。
即
ち
、「
歓
迎
さ
れ
な
い
性
的
誘
い
か
け
、
性
的
関
係
の
要
求
、
そ
の
他
の
性
的
性
質
を
有
す
る
言
語
又
は
身
体
的
行
為
」
は
、

（
一
）
か
か
る
行
為
に
従
う
こ
と
が
、
明
示
的
若
し
く
は
黙
示
的
に
個
人
の
労
働
条
件
と
な
る
場
合
、（
二
）
個
人
が
か
か
る
行
為
に

従
う
こ
と
、
若
し
く
は
拒
否
す
る
こ
と
が
、
当
該
個
人
に
影
響
を
及
ぼ
す
雇
用
上
の
決
定
の
基
礎
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
、（
三
）

か
か
る
行
為
が
、
個
人
の
職
務
遂
行
を
不
当
に
妨
害
す
る
、
又
は
脅
威
的
、
敵
対
的
若
し
く
は
侮
蔑
的
な
労
働
環
境
を
創
出
す
る
目
的

又
は
効
果
を
有
す
る
場
合
、
Ｓ
Ｈ
と
な
る
。
こ
の
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
、（
一
）
と
（
二
）
は
対
価
型
（quid pro 

quo

）
Ｓ
Ｈ
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
対
価
型
Ｓ
Ｈ
の
典
型
例
と
し
て
は
、
一
般
に
使
用
者
等
が
労
働
者
に
対
し
て
性
的
な
誘
い
を
持

ち
掛
け
、
そ
れ
に
労
働
者
が
応
ず
る
又
は
拒
否
す
る
こ
と
で
、
労
働
条
件
に
関
す
る
利
益
又
は
不
利
益
が
生
ず
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
（
三
）
は
、
環
境
型
（hostile w

ork environm
ent

）
Ｓ
Ｈ
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
当
該
類
型
の
Ｓ
Ｈ
は
、
性
的
仄
め
か
し

や
ジ
ョ
ー
ク
、
性
的
な
悪
口
と
い
っ
た
言
葉
に
よ
る
行
為
や
、
身
体
的
接
触
、
職
場
で
の
性
的
な
意
味
合
い
を
も
つ
写
真
の
掲
示
等
に

労
働
者
が
服
す
る
こ
と
で
、
敵
対
的
な
労
働
環
境
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
を
指
す
。

　

こ
こ
で
の
問
題
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
性
的
言
動
と
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
ま
た
、
社
会
的

に
も
Ｓ
Ｈ
が
「
望
ま
れ
な
い
性
的
言
動
」
と
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
）、
Ｓ
Ｈ
の
成
否
が
争
わ
れ
る
場
面
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｈ
の
申
立
人

の
「
主
観
」
が
し
ば
し
ば
そ
の
争
点
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
対
価
型
Ｓ
Ｈ
で
あ
れ
ば
、
申
立
人
が
使
用
者
や
同
僚
の
性
的
要
求
を
受
け

入
れ
た
場
合
で
も
、
そ
の
性
的
行
為
へ
の
「
外
面
的
な
合
意
」
よ
り
も
申
立
人
の
「
主
観
」
が
問
題
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
裁
判
所

（
12
）

（
13
）

（
14
）
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（
裁
判
官
及
び
陪
審
員
）
が
そ
の
「
主
観
」
を
「
外
観
的
な
合
意
」
以
外
の
諸
要
素
か
ら
客
観
的
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
ま
た
環
境
型
Ｓ
Ｈ
で
あ
れ
ば
、
申
立
人
が
職
場
内
で
の
性
的
言
動
に
対
し
表
面
的
に
「
迎
合
」
し
て
い
る
態
度
を
取
り
な

が
ら
も
、
真
意
と
し
て
問
題
と
な
る
言
動
や
環
境
に
対
し
「
不
快
」
に
感
じ
て
い
る
場
合
も
想
定
さ
れ
得
る
。
こ
う
し
た
場
合
に
関
し

て
も
、
裁
判
所
は
申
立
人
の
「
主
観
」
を
種
々
の
要
素
か
ら
客
観
的
に
評
価
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
外
形
的
な
性
的
要

求
に
対
す
る
「
合
意
」
や
職
場
内
で
の
性
的
言
動
へ
の
「
表
面
的
な
迎
合
」
に
反
し
、
被
害
者
が
「
主
観
的
」
に
そ
れ
を
「
歓
迎
し
て

い
な
か
っ
た
」
と
い
う
事
実
を
認
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
は
個
人
の
不
可
視
的
な
内
面
を
客
観
的
に
証
明
す
る
と
い
う

い
わ
ば
主
観
性
の
客
観
的
証
明
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
内
包
す
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
裁
判
所
は
申
立
人
の
「
主
観
」
を
い
か
な
る
要

素
か
ら
評
価
す
る
べ
き
か
。
以
下
、
最
高
裁
判
例
に
お
い
て
初
め
て
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件
が
争
点
と
な
っ
た
事
件
を
取
り
上
げ
、

最
高
裁
が
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件
を
審
査
す
る
際
に
用
い
た
要
素
を
見
て
い
く
。

第
二
節　

M
eritor

事
件
と
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件

 

（
一
）
一
審
・
二
審
判
決

　

本
件
の
女
性
の
申
立
人
で
あ
るM

echelle V
inson

は
、Capital City Federal Savings and Loan A

ssociation

（
以
下

「Capital

」
と
い
う
）
の
北
東
支
店
の
支
店
長
で
あ
っ
た
本
件
被
告
のSidney L. T

aylor

（
以
下
「T

aylor

」
と
い
う
）
の
部
下
で

あ
っ
た
。
一
九
七
五
年
五
月
、T

aylor

は
彼
女
を
夕
食
に
連
れ
て
い
き
、
食
事
の
間
、
彼
女
と
性
的
関
係
を
結
ぶ
た
め
に
食
事
後
に

モ
ー
テ
ル
に
い
く
こ
と
を
示
唆
し
、
そ
の
後
両
者
は
モ
ー
テ
ル
で
性
的
関
係
を
持
っ
た
。V

inson

は
当
該
関
係
を
結
ん
だ
こ
と
に
つ

い
て
、T

aylor

か
ら
の
性
的
要
求
に
応
じ
な
い
こ
と
に
よ
り
職
を
失
う
こ
と
を
た
だ
恐
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
と
証
言
し
た
。
申
立
に

よ
る
とV

inson

は
、
彼
女
が
勤
務
し
て
い
た
二
年
間
で
、T

aylor

と
四
〇
～
五
〇
回
性
的
関
係
を
持
っ
た
。V

inson

は
そ
れ
ら
す
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べ
て
が
彼
女
の
意
思
に
反
し
て
い
た
と
証
言
し
た
。
時
にT

aylor

は
彼
女
に
身
体
的
暴
行
を
加
え
レ
イ
プ
し
た
。
他
に
もT

aylor 
は
同
僚
の
面
前
で
彼
女
に
愛
撫
し
、
他
の
同
僚
へ
も
愛
撫
を
行
い
、
彼
ら
の
前
で
性
的
な
発
言
を
し
た
。V

inson

は
、T

aylor

が
彼

女
の
生
命
に
脅
威
を
与
え
る
と
脅
し
た
こ
と
か
ら
彼
を
恐
れ
、
彼
の
性
的
要
求
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ま
た
そ
の
他
の
行
動
に
つ
い
て
、

彼
の
上
司
へ
の
報
告
を
行
わ
な
か
っ
た
と
証
言
し
た
。

　

一
九
七
八
年
、V

inson

が
無
期
限
の
病
気
休
暇
を
取
得
し
た
後
、Capital

は
病
気
休
暇
の
過
剰
取
得
を
理
由
に
彼
女
を
解
雇
し
た
。

V
inson

はT
aylor

と
使
用
者
で
あ
るCapital

を
相
手
取
り
、
一
九
七
二
年
雇
用
機
会
均
等
法
（Equal Em

ploym
ent O

pportu-

nity A
ct of 1972

）
制
定
に
よ
り
修
正
が
加
え
ら
れ
た
一
九
六
四
年
公
民
権
法
第
七
編
違
反
を
主
張
し
、
同
法
の
下
で
の
救
済
を
求

め
連
邦
地
方
裁
判
所
へ
提
訴
し
た
。

　

一
審
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、V

inson

の
主
張
を
退
け
た
。
同
裁
判
所
は
、V

inson

がT
aylor 

と
持
っ
た

性
的
関
係
を
対
価
型
Ｓ
Ｈ
と
し
て
審
理
し
、「
仮
に
、
原
告
の
本
社
で
の
雇
用
期
間
中
、
原
告
とT

aylor

が
親
密
な
、
又
は
性
的
関
係

に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
関
係
は
、
原
告
のCapital

で
の
雇
用
の
継
続
又
は
当
該
支
店
で
の
昇
進
若
し
く
は
業
績
に
は
関
係
が
な

い
こ
と
か
ら
、
自
発
的
な
も
の
（voluntary one
）
で
あ
っ
た
」
と
認
定
し
た
。
当
該
判
決
を
不
服
と
し
たV

inson

は
連
邦
控
訴
裁

判
所
へ
上
訴
し
た
。

　

本
件
を
環
境
型
Ｓ
Ｈ
の
類
型
と
し
て
審
理
し
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
申
立
人
の
当
該
性
的
関
係
へ
の
参
与
に

関
す
る
「
自
発
性
（voluntariness

）」
の
存
否
は
Ｓ
Ｈ
の
成
否
の
判
断
に
と
っ
て
重
要
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
。
同
裁
判
所
は
、
も

し
か
か
る
性
的
関
係
へ
の
屈
服
が
事
件
の
争
点
を
解
消
す
る
手
掛
か
り
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、「Bundy

判
決
に
お
い
て
同
定
さ
れ
た

『
悲
惨
な
ト
リ
レ
ン
マ
（trilem

m
a

）』
─
─
そ
こ
で
は
、
被
害
者
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
甘
受
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
抵
抗
、
若
し

く
は
失
職
と
の
中
か
ら
選
択
せ
ね
ば
な
ら
な
い
─
─
は
、
さ
ら
に
一
層
恐
ろ
し
い
四
つ
の
選
択
肢
に
特
徴
付
け
ら
れ
る
ジ
レ
ン
マ

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）
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（quadrilem
m

a

）
─
─
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
屈
服
す
る
こ
と
に
よ
り
、
初
め
の
段
階
の
耐
え
が
た
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
対

す
る
法
的
救
済
の
望
み
を
失
う
こ
と
─
─
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
し
、「
議
会
が
、
被
用
者
に
対
し
そ
の
よ
う
な
困
難
な
板
挟
み
を
も

た
ら
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
同
裁
判
所
は
、
申
立
人
の
服
装
や
言
動
に
か
か
る

証
拠
が
Ｓ
Ｈ
の
審
理
に
は
関
連
し
な
い
と
述
べ
、V

inson

の
主
張
を
支
持
す
る
判
決
を
下
し
た
。

 

（
二
）
最
高
裁
判
決

　

Rehnquist

判
事
が
執
筆
し
た
法
廷
意
見
は
、
二
審
同
様
本
件
を
環
境
型
Ｓ
Ｈ
と
し
て
審
理
し
た
。
法
廷
意
見
に
よ
れ
ば
、
環
境
型

Ｓ
Ｈ
と
し
て
提
訴
可
能
な
レ
ベ
ル
に
達
す
る
た
め
に
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
条
件
に
加
え
、
当
該
言
動
が
「［
当
該
被
害

者
］
の
雇
用
上
の
条
件
を
変
化
さ
せ
る
の
に
十
分
な
ほ
ど
深
刻
化
若
し
く
は
蔓
延
し
、
虐
待
的
な
職
場
環
境
を
創
出
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」。
さ
ら
に
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
と
い
う
要
件
に
つ
い
て
、
法
廷
意
見
は
、V

inson

がT
aylor

と
持
っ
た
性
的
関
係

がV
inson

に
と
っ
て
「
自
発
的
」
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
と
し
た
二
審
の
判
断
を
支
持
し
た
。

Ｓ
Ｈ
の
申
立
に
つ
い
て
、
そ
こ
で
は
当
該
行
為
が
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
も
の
で
あ
っ
た
と
主
張
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
従

っ
て
、
こ
こ
で
の
適
切
な
審
理
は
「
申
立
人
が
申
立
て
ら
れ
た
性
的
誘
い
か
け
が
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
彼
女
の
行
為
に
よ
っ
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

示
し
た
の
か
ど
う
か

4

4

4

4

4

4

4

4

に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
女
が
実
際
に
持
っ
た
性
的
関
係
が
自
発
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
関
す
る
も
の
で
は

な
い
」（
傍
点
筆
者
）。
た
だ
し
、
何
が
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
行
為
な
の
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
法
廷
意
見
は
こ

れ
に
つ
き
、
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
、「
証
拠
全
体
（the record as a w

hole

）」
並
び
に
「
全
体
的
な
状
況
（the totality 

of circum
stances

）」
の
観
点
か
ら
Ｓ
Ｈ
の
認
定
を
行
う
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
法
廷
意
見

は
、
当
該
事
件
の
申
立
人
に
対
し
用
い
ら
れ
た
、
申
立
人
の
性
的
に
挑
発
的
な
発
言
も
し
く
は
服
装
と
い
う
証
拠
が
、
申
立
人
が
性
的

（
19
）

（
20
）

（
21
）（

22
）

（
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）

（
24
）

（
25
）

（
26
）
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な
誘
い
か
け
を
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
と
感
じ
た
の
か
否
か
の
判
断
と
関
連
性
を
有
す
る
と
判
示
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、M

eritor

事
件
に
お
い
て
最
高
裁
は
、「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件
を
審
査
す
る
た
め
に
は
当
該
言
動
が
発
生
し
た
コ

ン
テ
ク
ス
ト
全
体
を
審
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
審
理
過
程
に
お
い
て
、
二
審
が
否
定
し
た
申
立
人
の
言
動
や
服
装
と
い
っ

た
要
素
が
証
拠
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
二
審
同
様
、
最
高
裁
に
お
い
て
も
申
立
人
の
性
的
行
為
へ

の
参
与
に
関
す
る
「
自
発
性
」
の
存
否
が
Ｓ
Ｈ
の
成
否
に
お
い
て
重
要
で
は
な
い
、
と
判
断
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
Ｓ
Ｈ
の
成

否
の
証
明
に
お
い
て
、
性
行
為
の
外
面
的
な
「
合
意
」
に
伏
在
す
る
、
申
立
人
の
「
真
意
」
乃
至
は
「
主
観
」
が
至
要
た
る
要
素
と
さ

れ
て
い
る
。
裁
判
所
の
直
接
的
な
言
及
こ
そ
な
い
も
の
の
、
こ
の
こ
と
は
論
理
上
、
被
害
者
の
「
合
意
」
と
い
う
「
自
由
」
の
行
使
の

結
果
よ
り
も
、「
合
意
」
を
形
成
す
る
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
問
題
に
し
て
い
る
、
即
ち
「
合
意
」
の
性
質
に
着
目
し
て
い
る
と
考
え
得

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
形
式
的
な
客
観
性
を
担
保
す
る
「
合
意
」
の
効
力
を
否
定
す
る
か
ら
こ
そ
、
裁
判
所
は
そ
れ
に
相
応
す
る
よ
う

な
被
害
者
の
「
主
観
」
を
慮
る
要
素
を
司
法
判
断
に
取
入
れ
る
必
要
に
駆
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
連
邦
最
高
裁
は
、
こ
の
判
断
要
素
を
、

申
立
人
の
「
合
意
」
以
外
の
服
装
／
言
動
と
い
っ
た
振
る
舞
い
と
し
、
こ
れ
を
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
倣
っ
た
、「
全
体
的
な

状
況
」
テ
ス
ト
へ
と
編
入
さ
せ
た
。
だ
が
、
申
立
人
の
服
装
や
言
動
の
審
査
は
、
果
た
し
て
Ｓ
Ｈ
の
成
否
の
判
断
に
あ
た
っ
て
の
申
立

人
の
主
観
審
査
に
お
い
て
妥
当
性
を
有
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
申
立
人
の
「
合
意
」
に
か
か
る
自
発
性
の
存
否
が
重
要
で
は
な
い
と
す
る

最
高
裁
の
判
断
の
背
景
に
は
、
外
形
的
に
現
れ
る
申
立
人
の
あ
る
種
の
「
行
為
」
の
背
景
に
あ
る
「
真
意
」
を
問
う
と
い
う
意
図
が
存

在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、M

eritor

事
件
で
争
わ
れ
た
性
行
為
へ
の
「
合
意
」
以
外
に
関
し
て
も
、
外
形
的
な
ふ
る
ま

い
と
い
う
「
行
為
」
と
「
真
意
」
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
考
察
す
る
こ
と
に
も
合
理
性
が
存
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に

関
す
る
判
例
の
解
釈
を
、
以
下
、M

eritor

事
件
以
降
の
下
級
審
判
決
を
中
心
に
検
討
す
る
。

（
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セクシュアル・ハラスメント法理における「歓迎されないこと」概念の考察（一）

第
二
章　
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件
を
巡
る
判
例
の
判
断
傾
向

第
一
節　
「
全
体
的
な
状
況
」
テ
ス
ト
と
申
立
人
の
言
動

　

M
eritor

事
件
以
降
、
Ｓ
Ｈ
裁
判
で
争
わ
れ
る
申
立
人
の
主
観
の
判
断
を
巡
っ
て
は
、
裁
判
所
が
そ
れ
を
客
観
的
に

4

4

4

4

評
価
す
る
た
め
、

Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
及
びM

eritor

事
件
で
確
認
さ
れ
た
「
全
体
的
な
状
況
」
テ
ス
ト
に
申
立
人
の
普
段
か
ら
の
言
動
を
組
入
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

当
該
論
点
に
関
し
、
第
七
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
民
間
人
の
看
守
（civilian jailer

）
を
務
め
る
間
に
環
境
型
Ｓ
Ｈ
を
被
っ
た
と
し

て
提
訴
し
た
原
告
の
訴
え
を
審
理
し
た
。
本
件
の
申
立
人
で
あ
るJoA

nn Reed

は
、V

anderburgh

郡
保
安
官
事
務
所
の
民
間
人

看
守
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
た
白
人
女
性
で
あ
る
。
彼
女
は
、
当
該
事
務
所
で
の
雇
用
期
間
中
、
施
設
内
に
手
錠
で
繋
が
れ
た
り
、
電

流
の
流
れ
る
牛
追
い
棒
を
身
体
に
押
し
当
て
ら
れ
た
り
、
催
涙
ガ
ス
を
か
け
ら
れ
、
身
体
的
に
殴
ら
れ
る
等
の
暴
力
を
被
っ
た
。
ま
た

同
施
設
内
で
は
猥
褻
な
冗
談
や
会
話
が
な
さ
れ
て
い
た
。
当
裁
判
所
はReed

に
向
け
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
言
動
が
極
め
て
不
快
な
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
た
。
し
か
し
当
裁
判
所
は
、M

eritor

事
件
で
示
さ
れ
た
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件
の
審
査
基
準
を
確
認
し
、

Reed

が
こ
れ
ら
の
行
動
に
対
し
自
ら
も
猥
褻
な
会
話
で
応
じ
、
時
に
自
ら
の
子
宮
摘
出
の
手
術
跡
を
男
性
警
察
官
に
見
せ
る
な
ど
し

た
こ
と
を
も
っ
て
、
彼
女
が
こ
れ
ら
の
言
動
を
歓
迎
し
て
お
り
、
か
か
る
言
動
が
彼
女
の
職
務
遂
行
能
力
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ

た
と
判
断
し
た
。
一
方Reed

は
公
判
で
、
こ
れ
ら
の
性
的
に
不
快
な
言
動
に
彼
女
が
加
わ
っ
た
の
は
、
警
察
官
に
な
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
行
為
に
耐
え
、
職
場
に
お
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
と
思
っ
た
た
め
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
こ
う
し
た

Reed

の
「
主
観
」
に
関
す
る
主
張
は
、
彼
女
の
実
際
の
態
度
と
い
う
「
外
形
的
」
な
要
素
か
ら
否
定
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。

　

一
方
、Reed

事
件
と
同
じ
く
、
申
立
人
が
職
場
内
で
の
性
的
言
動
に
参
加
し
たCarr v. A

llison Gas T
urbine D

ivision

事
件

に
お
い
て
、
第
七
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
職
場
内
で
の
性
的
で
侮
蔑
的
な
言
動
が
環
境
型
Ｓ
Ｈ
を
構
成
し
、
第
七
編
に
違
反
す
る
と
判

（
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論　　　説

断
し
た
。
本
件
原
告
のM

ary J. Carr

は
、
被
告
Ｇ
Ｍ
社
の
支
店
で
あ
る
板
金
工
店
で
ド
リ
ル
工
と
し
て
働
い
て
い
た
。
彼
女
は
当

該
店
舗
で
働
く
初
め
て
の
女
性
で
あ
り
、
彼
女
の
男
性
同
僚
た
ち
は
女
性
と
働
く
こ
と
を
快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
日
常

的
に
、
彼
女
に
対
し
性
的
で
軽
蔑
的
な
コ
メ
ン
ト
を
し
、
彼
女
の
道
具
箱
や
職
場
に
攻
撃
的
な
性
的
性
質
の
張
り
紙
や
写
真
等
を
貼
り
、

彼
女
の
仕
事
道
具
を
隠
し
、
盗
み
、
仕
事
着
へ
の
着
替
え
時
に
彼
女
の
目
の
前
で
下
着
を
脱
ぐ
等
の
言
動
を
繰
り
返
し
た
。
公
判
で
は
、

彼
女
自
身
も
下
品
な
言
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
当
該
店
舗
近
隣
で
働
く
女
性
労
働
者
に
よ
っ
て
証
言
さ
れ
た
。Carr

は
、
一
度
若

い
男
性
同
僚
の
大
腿
部
に
彼
女
の
手
を
乗
せ
た
。
ま
た
、
男
性
同
僚
か
ら
ポ
ル
ノ
写
真
を
見
せ
ら
れ
ク
リ
ト
リ
ス
が
ど
こ
か
指
さ
す
よ

う
求
め
ら
れ
た
際
に
受
け
入
れ
、「
Ｆ
ワ
ー
ド
（
下
品
な
罵
り
言
葉
）」
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
被
告
会
社
は
、
彼
女
が
「
品
が

な
く
、
対
立
的
で
、
粗
野
で
、
怠
惰
で
、
執
念
深
い
」
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
持
ち
主
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　

当
裁
判
所
は
、Reed

事
件
と
本
件
と
の
違
い
を
、
原
告
が
「
性
的
に
挑
発
的
な
冗
談
や
行
動
を
乗
り
気
で
（enthusiastic

）
受
け

入
れ
た
こ
と
を
示
し
た
」
か
否
か
に
あ
る
と
判
示
し
、
本
件
で
は
彼
女
が
Ｓ
Ｈ
と
し
て
問
題
と
な
る
言
動
に
対
し
怒
り
を
表
し
て
い
た

た
め
に
、
申
立
人
が
前
述
の
言
動
を
乗
り
気
で
受
け
入
れ
て
い
な
か
っ
た
と
判
断
し
た
。
加
え
て
、
当
裁
判
所
は
、
職
場
内
に
お
け
る

申
立
人
と
他
の
男
性
同
僚
と
の
関
係
に
お
け
る
非
対
称
性
を
指
摘
し
、
問
題
の
言
動
が
原
告
に
よ
っ
て
「
歓
迎
さ
れ
た
」
と
し
た
一
審

の
判
決
を
覆
し
た
。
曰
く
、「
彼
女
が
、
彼
女
が
行
っ
た
よ
う
に
話
し
、
行
動
し
た
の
は
、『
男
の
内
の
一
人
』
に
な
ろ
う
と
努
め
た
た

め
で
あ
る
と
い
うCarr

の
証
言
が
考
慮
さ
れ
な
い
場
合
で
さ
え
、
彼
女
の
言
葉
と
言
動
は
、
男
性
の
そ
れ
ら
と
比
較
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
し
、
彼
ら
の
言
動
と
彼
ら
の
使
用
者
の
責
任
を
放
免
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
立
場
の
非
対
称
性
が
、
考
慮
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
女
は
一
人
の
女
性
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
大
勢
の
男
性
で
あ
っ
た
。『
ど
じ
な
や
つ
（fuck head

）』
と
い
う
彼

女
の
用
い
た
言
葉
は
、
深
刻
な
脅
威
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
彼
女
が
、
彼
女
の
屈
強
な
同
僚
の
内
の
一
人
の
大
腿
部
に
手
を
置
い
た

こ
と
は
、
威
圧
的
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
」。
こ
こ
で
は
明
確
に
、
職
場
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
比
が
原
告
の
主
張
を
支
持
す
る
根
拠

（
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セクシュアル・ハラスメント法理における「歓迎されないこと」概念の考察（一）

と
さ
れ
て
い
る
。
当
裁
判
所
に
従
え
ば
、
一
つ
の
職
場
内
で
男
性
労
働
者
と
女
性
労
働
者
が
同
様
に
性
的
で
品
位
の
な
い
言
動
を
行
っ

た
場
合
、
そ
れ
が
一
方
の
性
別
の
労
働
者
に
脅
威
と
受
け
取
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
は
、
職
場
内
で
の
職
員
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
比
に

依
拠
す
る
。
こ
の
点
、
当
該
事
件
に
お
い
て
女
性
労
働
者
が
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
結
果
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　

同
じ
く
申
立
人
の
言
動
に
着
目
し
、
問
題
と
な
る
性
的
言
動
の
Ｓ
Ｈ
成
否
が
争
わ
れ
た
事
件
に
、Burns v. M

cGregor Elec-

tronic Industries, Inc.
事
件
が
あ
る
。
一
審
は
、
問
題
と
な
る
性
的
言
動
が
「
通
常
人
」
に
よ
っ
て
は
歓
迎
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る

が
、
本
件
の
申
立
人Burns
は
猥
褻
な
雑
誌
の
ヌ
ー
ド
の
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
同
僚
男
性
の
前
に
現
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
人
物
に

と
っ
て
は
問
題
と
な
る
性
的
言
動
が
歓
迎
さ
れ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
不
快
で
も
な
い
と
判
断
し
た
が
、
第
八
巡
回
区
控
訴
裁
判

所
は
こ
の
一
審
の
判
決
を
覆
し
た
。
当
裁
判
所
は
、
改
め
て
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
審
査
に
お
い
て
申
立
人
は
彼
女
の
行
動
に
よ
り
問
題

と
な
る
性
的
言
動
が
歓
迎
さ
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
し
たM

eritor

判
決
を
確
認
し
た
。
だ
が
、
本
件
で
申

立
人
が
性
的
に
挑
発
的
な
ポ
ー
ズ
を
と
っ
た
の
は
、
職
場
の
勤
務
時
間
外
で
あ
り
、Burns

は
職
場
内
で
の
性
的
言
動
に
参
加
し
て
い

な
か
っ
た
。
当
裁
判
所
は
、Burns

に
よ
る
こ
う
し
た
「
私
的
な
時
間
」
で
の
性
的
言
動
は
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
審
査
に
お
け
る
材
料

と
は
な
ら
な
い
と
判
示
し
た
。

第
二
節　

判
例
の
検
討

　

右
に
見
た
よ
う
に
、
合
衆
国
下
級
審
裁
判
所
はM

eritor

事
件
同
様
、
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
「
全
体
的
な
状
況
」
に

申
立
人
の
日
頃
の
振
る
舞
い
に
関
す
る
事
実
を
証
拠
と
し
て
取
入
れ
る
こ
と
で
、
申
立
人
が
Ｓ
Ｈ
と
し
て
問
題
と
な
る
言
動
を
ど
う
受

け
止
め
た
の
か
を
判
断
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
点
、
申
立
人
が
職
場
内
で
の
性
的
言
動
に
加
わ
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
「
歓
迎
さ
れ

（
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論　　　説

な
い
」
審
査
に
お
い
て
重
要
な
判
断
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、Reed 

事
件
、Burns

事
件
に
お
い
て
は
、
申
立
人
が
職

場
の
性
的
言
動
に
参
加
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
審
査
に
か
か
る
証
拠
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

い
る
（Burns

事
件
に
お
い
て
は
、
申
立
人
の
性
的
言
動
が
勤
務
時
間
外
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
勤
務

時
間
内
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
彼
女
の
主
張
は
支
持
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
）。

　

Reed 

事
件
とCarr

事
件
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
申
立
人
は
、
職
場
内
で
の
性
的
言
動
に
加
わ
っ
た
の
は
、
申
立
人
が
「
職
場
に

お
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
」
だ
と
思
っ
た
た
め
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
結
果
的
に
両
判
決
の
結
論
は
異
な
っ
た
も
の
と
な

っ
た
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
次
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
申
立
人
が
Ｓ
Ｈ
と
し
て
問
題
と
な
っ
た
職
場
内
で
の
性
的
言
動
を

「
乗
り
気
で
受
け
入
れ
」
た
と
判
断
さ
れ
た
か
否
か
で
あ
る
。Carr

事
件
に
お
い
て
は
、
申
立
人
が
職
場
で
下
品
な
言
動
を
行
っ
た

が
、
問
題
と
な
っ
た
性
的
言
動
に
対
し
て
は
「
怒
り
」
を
現
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
抗
議
の
意
思
を
表
し
た
こ
と
が
、「
乗
り
気
で
受

け
入
れ
」
な
か
っ
た
こ
と
の
根
拠
と
な
っ
た
。
第
二
に
、
職
場
に
お
け
る
男
女
の
職
員
数
の
非
対
称
性
と
い
う
─
─
換
言
す
る
な
ら
ば

客
観
的
な

4

4

4

4

判
断
要
素
と
し
て
可
視
化
す
る
こ
と
が
容
易
な
─
─
ジ
ェ
ン
ダ
ー
比
で
あ
る
。Carr

事
件
を
審
査
し
た
第
七
巡
回
区
控
訴

裁
判
所
は
明
言
こ
そ
し
て
い
な
い
も
の
の
、
職
場
に
お
け
る
男
女
数
の
非
対
称
性
を
一
種
の
権
力
関
係
と
解
釈
し
、
申
立
人
と
被
告
の

性
的
言
動
の
与
え
る
影
響
の
性
質
を
異
な
っ
た
も
の
と
さ
せ
る
こ
と
を
認
め
た
と
言
え
る
。
同
じ
よ
う
に
申
立
人
が
職
場
で
性
的
言
動

を
行
っ
た
場
合
で
も
、
か
か
る
要
素
が
、
裁
判
所
が
「
歓
迎
さ
れ
な
い
こ
と
」
を
判
断
す
る
上
で
申
立
人
に
有
利
と
な
る
か
否
か
を
左

右
す
る
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
Ｓ
Ｈ
の
生
起
す
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
権
力
関
係
を
み
る
場
合
、
職
場
に
お
け
る
権
力
関
係
は
、Reed

事
件
及
び

Carr

事
件
で
明
確
に
差
異
が
現
れ
た
よ
う
な
職
場
の
従
業
員
数
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
比
に
限
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
Ｓ
Ｈ
被
害
者
の

主
観
を
正
確
に
評
価
す
る
た
め
に
は
、
女
性
の
経
済
的
な
非
独
立
性
に
伴
う
職
場
に
お
け
る
「
一
般
的
な
ふ
る
ま
い
」
を
「
規
範
化
」

（
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）
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セクシュアル・ハラスメント法理における「歓迎されないこと」概念の考察（一）

す
る
こ
と
の
権
力
差
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
職
場
に
お
け
る
権
力
は
、
男
性
と
女
性
と
に
等
し
く
分
配
さ
れ
て
は
い

な
い
。
こ
の
権
力
の
不
均
衡
な
分
配
が
、
職
場
に
お
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
言
動
を
構
築
す
る
こ
と
を
含
め
た
職
場
に
お
け
る
「
標
準

的
な
規
範
（norm

s

）」
を
規
定
す
る
権
力
を
男
性
に
与
え
て
い
る
と
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
権
力
関
係
を
背
景
に
、
職
場

に
お
い
て
性
的
な
言
動
（
性
的
に
侮
蔑
的
な
言
動
で
さ
え
）
が
「
標
準
的
な
規
範
」
と
さ
れ
る
状
況
下
に
お
い
て
は
、
性
的
言
動
に
参

加
す
る
こ
と
が
そ
の
職
場
に
お
け
る
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
獲
得
す
る
条
件
と
し
て
─
─
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
圧
力
と
し
て
─
─
形
成
さ

れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
得
る
。
確
か
に
、「
主
観
」
を
判
断
す
る
基
準
構
築
に
は
、
何
か
し
ら
の
そ
れ
を
顧
慮
し
た
判
断
要
素
を
確
定

す
る
と
い
う
前
提
作
業
が
要
求
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
高
裁
に
よ
りM

eritor

事
件
で
判
断
さ
れ
た
よ
う
に
、
性
行
為
の
外
面

的
な
「
合
意
」
の
有
無
（「
自
発
性
」
の
存
否
）
が
こ
れ
に
対
し
不
適
切
な
要
素
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
同
じ
く
、
関
連
の
あ
る
審
査
と

さ
れ
た
申
立
人
の
職
場
に
お
け
る
外
形
的
な

4

4

4

4

言
動
を
証
拠
と
で
き
る
の
か
否
か
も
、
立
ち
止
ま
り
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
裁
判

所
に
よ
る
申
立
人
の
職
場
で
の
性
的
言
動
の
有
無
に
か
か
る
審
査
と
は
、
裏
返
せ
ば
申
立
人
の
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
」
の
審
査
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
日
頃
か
ら
性
的
言
動
を
行
う
よ
う
な
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
」
の
持
ち
主
で
あ
れ
ば
、
Ｓ
Ｈ
と
し
て
争
わ
れ
る
性
的

言
動
を
不
快
に
思
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
測
が
働
く
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
Ｓ
Ｈ
と
し
て
争
わ
れ
る
性
的
言
動
へ
の
耐
性
を
、

申
立
人
の
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
」
を
基
準
と
し
て
計
る
こ
と
を
企
図
す
る
に
あ
た
っ
て
の
、
性
的
言
動
の
有
無
の
審
査
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
」
の
審
査
は
往
々
に
し
て
司
法
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
や
性
的
ス
テ
レ
オ
タ

イ
プ
の
温
床
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
申
立
人
の
性
的
言
動
の
有
無
の
評
価
を
通
じ
た
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
」
の
審
査
の

妥
当
性
及
び
必
要
性
は
疑
わ
し
い
と
言
え
る
。

　

こ
の
職
場
に
お
け
る
性
的
言
動
に
関
し
、
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
は
、「
性
的
な
関
心
と
い
う
も
の
が
、
概
し
て
、
職
場
に
お
け
る
被
用
者
間
の

社
会
的
交
流
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
事
実
で
あ
る
」
と
の
解
釈
を
示
し
、「
第
七
編
の
規
則
は
、『
純
粋
に
私
的
な
、
社
会
的

（
45
）

（
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）
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関
係
性
』
へ
と
干
渉
し
な
い
よ
う
慎
重
に
造
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
だ
が
こ
う
し
た
、
職
場
に
お
け
る
性
的
行
為
が
通

常
で
あ
る
と
す
る
評
価
は
、
多
く
の
女
性
が
職
場
に
お
け
る
性
的
な
注
目
に
不
快
感
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
事
実
に
相
反
す
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
職
場
に
お
け
る
性
的
言
動
に
女
性
が
参
加
す
る
の
で
あ
れ
ば
─
─
時
に
そ
れ
は
自
発
的
か
つ
積
極
的
な
参
加
と
い
う
外

観
を
な
す
場
合
も
あ
ろ
う
─
─
、
そ
れ
は
当
該
女
性
に
と
っ
て
の
社
会
・
経
済
的
立
場
に
お
け
る
脆
弱
性
を
根
拠
と
し
て
い
る
可
能
性

も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
裁
判
所
が
、
女
性
の
職
場
で
の
性
的
言
動
の
有
無
を
、
単
純
に
女
性
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
測
る
要
素
と

し
て
い
る
点
、
こ
う
し
た
言
動
に
至
る
女
性
の
主
観
的
な

4

4

4

4

コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
正
確
に
評
価
で
き
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
故
に
、

「
全
体
的
な
状
況
」
の
審
査
に
申
立
人
の
職
場
で
の
言
動
を
組
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
見
解
も
存
在
す
る
。

　

職
場
に
お
け
る
性
的
言
動
に
関
す
る
評
価
に
性
差
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
問
題
は
、
そ
れ
が
「
誰
の

視
点
」
を
基
に
評
価
さ
れ
る
の
か
と
い
う
、
審
査
上
想
定
さ
れ
る
法
主
体
像
に
関
す
る
論
点
へ
と
収
斂
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
で
は

Ｓ
Ｈ
と
し
て
問
題
と
な
る
言
動
を
評
価
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
法
主
体
に
性
別
を
組
入
れ
る
べ
き
な
の
か
。
換
言
す
れ
ば
、
Ｓ
Ｈ
で
問

題
と
な
る
法
主
体
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
る
べ
き
か
。
そ
の
問
題
を
判
断
す
る
上
で
の
鍵
概
念
と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
次
章
で
見

る
「
通
常
人
（reasonable person

）」
基
準
と
「
通
常
の
女
性
（reasonable w

om
an

）」
基
準
で
あ
る
。

第
三
章　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
者
の
法
主
体
像
を
巡
る
合
衆
国
判
例
の
展
開

第
一
節　
「
通
常
人
」
基
準
と
「
通
常
の
女
性
」
基
準

 

（
一
）　

両
基
準
に
か
か
る
下
級
審
判
例
の
展
開

　

合
衆
国
最
高
裁
はM

eritor

事
件
に
お
い
て
、「
歓
迎
さ
れ
な
い
」
要
件
の
判
断
に
あ
た
り
、
第
七
編
違
反
と
な
る
Ｓ
Ｈ
の
成
否
に

か
か
る
基
準
と
し
て
誰
の
視
点
を
用
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
明
確
な
判
断
を
下
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
、M

eritor

事
件
以
降
の
下
級

（
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）

（
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）

（
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）
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）
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セクシュアル・ハラスメント法理における「歓迎されないこと」概念の考察（一）

審
判
決
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
に
対
す
る
一
貫
し
た
基
準
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
代
わ
り
に
合
衆
国
下
級
裁
判
所
は
、
Ｓ
Ｈ
の
成
否

の
判
断
に
際
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
通
常
人
」
基
準
と
「
通
常
の
女
性
」
基
準
を
用
い
、
そ
の
判
例
法
理
を
展
開
さ
せ
て
き
た
。
両
基
準
は
、

環
境
型
Ｓ
Ｈ
と
し
て
争
わ
れ
た
職
場
で
の
性
的
言
動
の
審
査
に
お
い
て
、
そ
の
言
動
が
申
立
人
の
雇
用
条
件
を
変
え
る
程
十
分
に
深
刻

あ
る
い
は
蔓
延
し
て
い
た
か
否
か
を
判
断
す
る
際
の
判
断
要
素
と
し
て
、「
通
常
人
」
の
視
点
を
用
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
通
常
の

女
性
」
の
視
点
を
用
い
る
の
か
に
違
い
が
あ
る
。
第
二
章
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
職
場
に
お
け
る
性
的
言
動
に
対
す
る
評
価
に
関
す

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
が
存
在
す
る
場
合
、
Ｓ
Ｈ
成
否
の
判
断
に
お
け
る
「
歓
迎
さ
れ
な
い
こ
と
」
要
件
の
審
査
に
あ
た
り
、「
誰
の
視
座

を
用
い
る
の
か
」
と
い
う
問
い
へ
の
応
答
如
何
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
結
論
に
い
く
ら
か
の
違
い
が
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

当
該
論
点
に
対
し
、
一
九
八
六
年
、
第
六
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、「
全
体
的
な
状
況
」
を
審
査
す
る
上
で
「
通
常
人
」
基
準
を
用

い
る
こ
と
を
判
示
し
た
。
本
件
の
申
立
人
で
あ
るV

ivienne Rabidue

は
、
被
告O

sceola Refining

社
で
勤
務
し
て
い
る
間
、
上

司
で
あ
っ
たD

ouglas H
enry

か
ら
度
重
な
る
猥
褻
な
発
言
を
被
り
、
ま
た
同
僚
に
よ
り
職
場
に
掲
示
さ
れ
た
ヌ
ー
ド
写
真
に
晒
さ

れ
て
い
た
。Rabidue

は
、
猥
褻
な
言
動
を
繰
り
返
す
上
司
と
の
不
本
意
な
職
務
上
の
関
係
の
結
果
と
し
て
Ｓ
Ｈ
を
被
っ
た
と
被
告
会

社
に
訴
え
た
後
、
被
告
に
彼
女
の
短
気
で
自
己
主
張
の
強
い
性
格
、
協
調
的
に
働
く
能
力
の
欠
如
等
を
理
由
と
し
て
解
雇
さ
れ
た
。
当

裁
判
所
は
、
Ｓ
Ｈ
と
し
て
争
わ
れ
た
職
場
内
で
の
ヌ
ー
ド
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
含
む
性
的
言
動
が
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
あ
る

「
性
的
性
質
の
言
動
」
に
あ
た
る
と
認
め
た
も
の
の
、
当
該
言
葉
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
が
環
境
型
Ｓ
Ｈ
を
創
出
し
な
か
っ
た
と
判
断
し

た
一
審
の
判
決
を
支
持
し
た
。
曰
く
、
環
境
型
Ｓ
Ｈ
事
件
に
お
い
て
は
「
原
告
、
被
告
双
方
に
適
切
な
保
護
を
与
え
る
た
め
に
、
事
実

の
認
定
者
は
、
原
告
の
告
発
に
よ
っ
て
争
点
に
据
え
ら
れ
た
虐
待
的
及
び
敵
対
的
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
全
体
的
な
状
況
を
審
査
す
る

際
、
基
本
的
に
同
様
の
、
又
は
類
似
の
状
況
下
に
あ
る
環
境
に
対
す
る
通
常
人
の
反
応
と
い
う
視
点
を
採
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」。

原
告
は
、
実
際
に
被
告
の
行
為
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、「
仮
説
上
の
通
常
人
の
職
務
遂
行
能
力
に
干
渉
し
、

（
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）

（
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）

（
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同
様
の
状
況
下
に
あ
る
通
常
人
の
精
神
的
な
健
康
状
態
に
対
し
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
が
な
い
場
合
」、
環
境
型
Ｓ
Ｈ
の
訴
え
に

お
い
て
有
利
に
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
当
裁
判
所
は
、
職
場
も
含
め
合
衆
国
全
体
に
性
的
言
動
が
溢
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
か
か

る
状
況
下
に
あ
る
通
常
人
が
こ
れ
を
寛
容
に
捉
え
る
と
し
た
。
当
裁
判
所
に
よ
る
と
、
第
七
編
は
女
性
労
働
者
の
平
等
な
雇
用
機
会
の

創
出
に
と
っ
て
切
り
札
と
な
る
が
、
そ
れ
は
「
合
衆
国
の
労
働
者
た
ち
の
社
会
的
慣
習
に
劇
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
」
も
の
で
は
な
い
。

　

本
件
で
は
、K

eith

判
事
執
筆
の
一
部
反
対
一
部
結
果
同
意
意
見
に
お
い
て
、
多
数
意
見
の
採
用
し
た
「
通
常
人
」
の
基
準
に
対
し
、

「
通
常
の
女
性
」
の
視
点
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
。
同
判
事
は
、
法
廷
意
見
の
採
用
し
た
「
通
常
人
の
視
点
は
、

適
切
な
性
的
言
動
に
関
す
る
大
多
数
の
女
性
の
視
点
と
、
そ
れ
に
対
す
る
男
性
の
視
点
と
の
間
の
大
き
な
相
違
を
考
慮
で
き
て
い
な

い
」
こ
と
を
批
判
し
、「
通
常
の
女
性
」
の
基
準
が
採
用
さ
れ
な
い
限
り
、
裁
判
所
は
「
加
害
者
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
、
深
く
染
み
つ

い
た
通
常
の
言
動
の
概
念
を
支
持
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
述
べ
た
。

　

加
え
て
同
判
事
は
、
多
数
意
見
が
、
現
実
に
職
場
に
粗
野
で
性
的
な
言
動
が
溢
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
Ｓ
Ｈ
と
し
て
争
わ
れ
る

言
動
が
攻
撃
的
又
は
敵
対
的
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
な
い
と
評
価
し
た
こ
と
に
反
対
し
た
。
曰
く
、「
通
常
の
女
性
が
、
合
衆
国
の
文
化

に
お
い
て
永
続
化
し
て
い
る
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
広
範
な
格
下
げ
と
搾
取
を
許
容
し
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。
事
実
、
そ
れ

ら
に
関
す
る
、
そ
し
て
そ
の
他
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
関
す
る
広
範
な
社
会
的
承
認
は
、
女
性
の
可
能
性
を
抑
制
し
、
ス
テ
ィ
グ
マ
化

を
伴
う
損
な
わ
れ
た
自
尊
心
を
植
え
付
け
る
。
職
場
に
お
け
る
ピ
ン
ナ
ッ
プ
や
女
性
嫌
悪
の
言
葉
は
、
女
性
を
主
と
し
て
軽
蔑
さ
れ
た

よ
う
に
男
性
の
性
的
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
対
象
と
し
て
価
値
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
消
耗
さ
せ
る
規
範
を
形
成
し
、
ま
た
強
固
に
す
る
。

い
く
ら
か
の
男
性
が
、
か
か
る
言
動
の
存
続
を
許
容
し
、
ま
た
そ
れ
を
望
む
と
い
う
こ
と
は
驚
く
に
値
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
関

連
性
の
あ
る
審
査
は
、
通
常
の
女
性
が
侮
辱
的
に
感
じ
る
か
ど
う
か
で
あ
っ
て
、
社
会
─
─
そ
れ
は
、
一
時
期
、
奴
隷
制
を
許
容
し
て

い
た
─
─
が
侮
辱
的
に
感
じ
る
か
ど
う
か
で
は
な
い
。
私
は
、
性
的
ポ
ス
タ
ー
と
、
女
性
蔑
視
的
な
言
葉
が
、
通
常
の
女
性
の
精
神
的
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セクシュアル・ハラスメント法理における「歓迎されないこと」概念の考察（一）

な
健
康
状
態
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
彼
女
の
職
務
業
績
を
上
げ
る
た
め
の
能
力
に
干
渉
す
る
と
結
論
す
る
」。

　

本
件
は
、
職
場
を
は
じ
め
合
衆
国
社
会
に
蔓
延
す
る
文
化
的
状
況
を
評
価
す
る
上
で
、
多
数
意
見
と
反
対
意
見
が
「
通
常
人
」
基
準

と
「
通
常
の
女
性
」
基
準
と
を
そ
れ
ぞ
れ
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
結
論
に
明
確
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
示
し
た
事
例
で
あ
る
。
多
数

意
見
の
論
理
に
よ
れ
ば
、
合
衆
国
に
は
そ
も
そ
も
性
的
言
動
が
蔓
延
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
社
会
的
状
況
に
日
常
的
に
晒
さ
れ
て
い
る

「
通
常
人
」
は
本
件
で
争
わ
れ
る
よ
う
な
言
動
を
不
快
と
感
じ
る
こ
と
は
な
い
。
対
す
るK

eith

判
事
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た

社
会
的
状
況
自
体
が
女
性
の
「
性
的
尊
厳
」
や
通
常
の
感
性
を
損
な
う
も
の
で
あ
り
、
第
七
編
は
職
場
に
お
け
る
こ
う
し
た
言
動
か
ら

労
働
者
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
二
つ
の
対
照
的
な
評
価
に
対
し
、
前
者
の
論
理
に
全
面
的
に
依
拠
し
た
の
が
、
次
の

Ebert v. Lam
ar T

ruck Plaza
事
件
で
あ
る
。

　

本
件
で
は
、
被
告
で
あ
る
二
四
時
間
営
業
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、Lam

ar T
ruck Plaza

（LT
P

）
の
元
女
性
従
業
員
達
が
、
同
レ
ス
ト

ラ
ン
の
男
性
従
業
員
達
（
同
僚
及
び
上
司
）
に
よ
る
頻
繁
な
性
的
言
動
や
身
体
的
接
触
が
環
境
型
Ｓ
Ｈ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
行
為
が
第

七
編
に
違
反
す
る
と
し
、
コ
ロ
ラ
ド
州
連
邦
地
方
裁
判
所
へ
提
訴
し
た
。
当
裁
判
所
は
、Ebert

を
含
む
原
告
た
ち
が
第
七
編
の
下
で

提
訴
可
能
な
Ｓ
Ｈ
を
証
明
し
な
か
っ
た
と
し
て
、
被
告
を
支
持
す
る
判
決
を
下
し
た
。
当
法
廷
は
ま
ず
、M

eritor

事
件
及
び
Ｅ
Ｅ
Ｏ

Ｃ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
倣
い
、
Ｓ
Ｈ
を
「
全
体
的
状
況
」
か
ら
審
査
す
べ
き
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
問
題
と
な
る
性
的
言
動
が

男
性
従
業
員
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
て
い
た
事
実
を
も
っ
て
、
そ
れ
が
性
別
に
関
し
無
差
別
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
原
告

ら
が
争
わ
れ
る
Ｓ
Ｈ
が
性
別
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
当
裁
判
所
は
、
環
境
型
Ｓ
Ｈ
と

し
て
認
定
さ
れ
る
た
め
に
は
、
問
題
と
な
る
言
動
が
、
被
害
者
の
職
務
条
件
を
変
更
す
る
ほ
ど
「
十
分
に
深
刻
あ
る
い
は
蔓
延
し
て
い

る
」
こ
と
が
必
要
と
す
るM

eritor

事
件
で
示
さ
れ
た
審
査
基
準
を
確
認
し
、
本
件
で
の
性
的
接
触
が
「
わ
ず
か
な
（sparse

）」
も

の
で
あ
っ
た
と
判
断
し
た
。
さ
ら
に
、
同
裁
判
所
はRabidue

事
件
に
お
け
る
多
数
意
見
の
論
理
に
依
拠
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
業
界
で
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は
原
告
ら
が
被
っ
た
よ
う
な
猥
褻
な
言
動
が
ご
く
普
通
な
も
の
で
あ
る
と
し
、「
議
会
は
、
第
七
編
が
、
合
衆
国
の
職
場
に
お
け
る
、

汚
い
言
葉
遣
い
を
一
掃
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
な
い
」
と
判
示
し
た
。
原
告
ら
の
控
訴
を
受
け
本
件
を
審
査
し
た
第
一
〇
巡
回
区
控

訴
裁
判
所
も
同
様
にRabidue

判
決
の
多
数
意
見
の
論
理
に
依
拠
し
、
一
審
判
決
を
支
持
し
た
。

　

翻
っ
て
、Ellison v. Brady

事
件
を
審
査
し
た
第
九
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、Rabidue

事
件
に
お
け
る
反
対
意
見
の
論
理
に
則

り
、「
通
常
の
女
性
」
基
準
を
採
用
し
た
。
本
件
の
申
立
人
で
あ
るK

erry Ellison

は
、California

州San M
ateo

の
内
国
歳
入
局

で
徴
税
官
と
し
て
働
い
て
い
た
。
彼
女
は
研
修
期
間
中
、
他
の
研
修
生
で
あ
っ
たSterling Gray

か
ら
不
適
切
な
質
問
を
さ
れ
、
ラ

ン
チ
や
飲
み
に
行
こ
う
と
誘
わ
れ
、
オ
フ
ィ
ス
の
デ
ス
ク
の
周
辺
を
う
ろ
つ
か
れ
、
彼
女
に
関
す
る
内
容
を
綴
っ
た
手
紙
を
渡
さ
れ
る

な
ど
し
た
。
彼
女
は
こ
う
し
たGray

の
言
動
に
対
し
、
上
司
を
介
し
彼
女
を
放
っ
て
お
い
て
も
ら
う
よ
う
要
求
し
た
。
そ
の
後
、

Gray

は
彼
女
に
「
君
を
見
て
い
る
。
遠
く
か
ら
君
を
感
じ
て
い
る
。
君
の
ス
タ
イ
ル
と
熱
情
に
ほ
れ
ぼ
れ
し
て
い
る
。
一
度
も
話
し

た
こ
と
の
な
い
二
人
が
、
熱
情
を
散
ら
す
よ
う
に
離
れ
る
こ
と
を
奇
妙
だ
と
思
わ
な
い
で
。
僕
は
、
近
い
う
ち
に
、
別
の
手
紙
を
書
く

つ
も
り
だ
よ
」
な
ど
と
書
か
れ
た
手
紙
を
送
っ
た
。Ellison

は
一
連
の
行
為
が
第
七
編
に
違
反
す
る
Ｓ
Ｈ
で
あ
る
と
し
て
、
連
邦
地

方
裁
判
所
へ
提
訴
し
た
。

　

本
件
に
お
い
て
被
告
を
支
持
す
る
判
決
を
下
し
た
一
審
に
対
し
、
第
九
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、「
裁
判
所
は
、
被
害
者
の
視
点
を

考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
、
受
容
可
能
な
言
動
の
概
念
を
考
慮
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
す
る

Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
触
れ
、「
通
常
人
」
基
準
を
使
用
し
た
一
審
の
判
断
を
明
確
に
退
け
た
。
曰
く
、

「
通
常
人
」
基
準
を
用
い
て
環
境
型
Ｓ
Ｈ
と
し
て
争
わ
れ
る
言
動
の
「
深
刻
さ
、
及
び
蔓
延
し
て
い
る
か
」
ど
う
か
を
評
価
す
る
な
ら

ば
、「
我
々
は
、
広
く
行
わ
れ
て
い
る
差
別
の
レ
ベ
ル
を
再
強
化
す
る
危
険
を
冒
す
で
あ
ろ
う
。
ハ
ラ
ッ
サ
ー
は
、
単
に
特
定
の
差
別

的
慣
行
が
普
及
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
嫌
が
ら
せ
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
」。
こ
こ
で
はRabidue

事
件
に
お
け
る
法
廷
意
見

（
65
）

（
66
）

（
67
）

（
68
）

（
69
）

（
70
）

（阪大法学）68（6-198）　1306〔2019. 3 〕



セクシュアル・ハラスメント法理における「歓迎されないこと」概念の考察（一）

に
よ
る
、
現
に
性
的
な
言
動
が
社
会
的
に
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
「
通
常
人
」
が
こ
れ
に
よ
り
害
さ
れ
な
い
と
す
る
論
理
が
明

確
に
退
け
ら
れ
た
。
加
え
て
当
裁
判
所
は
、Rabidue

事
件
に
お
け
る
反
対
意
見
同
様
、
性
的
言
動
に
対
す
る
評
価
に
性
差
が
あ
る
こ

と
に
触
れ
、「
通
常
の
女
性
」
基
準
を
用
い
る
根
拠
と
し
て
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
曰
く
、「
我
々
は
、
通
常
の
女
性
の
視
点
を
採
用

す
る
。
主
な
そ
の
理
由
は
、
我
々
は
、
セ
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
イ
ン
ド
な
通
常
人
の
基
準
が
、
バ
イ
ア
ス
化
さ
れ
た
男
性
の
も
の
で
あ
り
、

女
性
の
経
験
を
体
系
的
に
無
視
す
る
傾
向
が
あ
る
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
通
常
の
女
性
の
基
準
は
、
男
性
よ
り
高
い
水
準
で
女
性
を

保
護
す
る
も
の
で
は
な
く
、
Ｓ
Ｈ
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
意
識
し
た
審
査
は
、
男
性
と
対
等
に
女
性
が
職
場
に
参
加
す
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
の
で
あ
る
」。

　

さ
ら
に
当
裁
判
所
は
、
本
件
で
争
わ
れ
た
言
動
を
「
わ
ず
か
で
、
取
る
に
足
ら
な
い
」
と
し
た
一
審
の
判
断
に
対
し
、
か
か
る
言
動

を
加
害
者
で
は
な
く
被
害
者
の
視
点
で
審
査
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
。
即
ち
、
一
連
の
言
動
をGray

の
視
点
か
ら
評
価
す
る

な
ら
ば
、
そ
れ
はEllison

に
対
す
る
単
な
る
求
愛
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
合
衆
国
に
お
い
て
レ
イ
プ
の
圧
倒
的
被
害
者
は
女
性
で

あ
る
。「
通
常
の
女
性
」
で
あ
れ
ば
そ
う
し
た
性
的
言
動
を
、
性
暴
力
の
予
兆
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
強
い
動
機
を
有
す
る
た
め
、

本
件
で
問
題
と
な
る
言
動
は
「
敵
対
的
労
働
環
境
を
創
出
す
る
の
に
十
分
な
ほ
ど
深
刻
か
つ
広
範
で
あ
っ
た
」。

例
え
ば
佐
藤
幸
治
は
、
近
代
の
法
的
人
間
像
を
、
身
分
か
ら
契
約
へ
の
社
会
変
化
の
中
で
共
同
体
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
律
的
人
間
像
で
あ
る

と
す
る
。
そ
し
て
、
近
代
の
「
自
然
権
」
思
想
の
背
後
に
、
バ
ー
リ
ン
の
い
う
「
侵
害
さ
れ
な
い
こ
と
を
願
い
、
放
任
さ
れ
る
こ
と
を
欲
す
る
」

人
間
、
換
言
す
れ
ば
他
者
か
ら
の
干
渉
な
く
合
理
的
に
行
為
す
る
「
完
全
な
個
人
」
が
措
定
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。
佐
藤
幸
治
『
現
代
国
家
と

人
権
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
五
─
一
〇
頁
参
照
。

樋
口
陽
一
が
近
代
法
で
想
定
す
る
「
強
い
個
人
」
像
は
、
こ
こ
で
述
べ
る
近
代
法
上
の
個
人
像
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
い
う

「
個
人
」
は
、
法
の
領
域
で
の
意
思
主
義
及
び
自
己
決
定
を
支
え
る
近
代
の
合
理
主
義
・
主
知
主
義
・
世
俗
化
か
ら
要
請
さ
れ
る
法
的
主
体
像
で
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あ
る
。
樋
口
陽
一
「
人
権
主
体
と
し
て
の
個
人
─
近
代
の
ア
ポ
リ
ア
─
」『
人
権
理
論
の
新
展
開
』
憲
法
理
論
研
究
会
編
（
啓
文
堂
、
一
九
九
四

年
）
一
九
頁
以
下
。

こ
こ
で
の
筆
者
の
問
題
関
心
は
、
政
治
学
者
の
岡
野
八
代
の
次
の
よ
う
な
主
張
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
岡
野
は
、
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
理
論
的
な
対
比
を
検
討
す
る
中
で
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
、
全
て
の
個
人
が
人
格
と
し
て
平
等
な
自
由
を
享
受
し
て
い

る
と
政
治
的
に
宣
言
す
る
限
り
、
生
身
の
身
体
を
持
っ
た
具
体
的
現
実
に
在
る
個
人
の
「
不
自
由
」
／
不
平
等
は
、
そ
の
個
人
が
「
平
等
な
自
由

を
享
受
し
て
い
る
〈
は
ず
〉
で
あ
る
」
た
め
に
、「
制
度
と
は
な
ん
ら
関
係
の
な
い
、
自
然
的
所
与
の
問
題
へ
と
還
元
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
分
析

す
る
。
つ
ま
り
、「
抽
象
的
理
念
を
想
定
す
る
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
議
論
か
ら
す
れ
ば
、
じ
っ
さ
い
に

0

0

0

0

0

わ
た
し
た
ち
が
平
等
で
自
由
で
あ
る
か
は
、

不
可
知
」
で
あ
る
た
め
に
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
想
定
す
る
「
自
由
」
の
保
障
と
い
う
規
範
的
意
義
が
、
社
会
的
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
を

強
制
さ
れ
て
き
た
人
々
に
と
っ
て
、「
自
己
の
尊
厳
の
承
認
へ
と
つ
な
が
る
ど
こ
ろ
か
、
抑
圧
的
な
状
況
を
維
持
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た

状
況
に
い
っ
そ
う
の
負
荷
が
か
か
る
事
態
を
招
来
す
る
危
険
」
と
な
り
う
る
。
岡
野
八
代
「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
困
難
か
ら
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
へ
」
江

原
由
美
子
編
『
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
三
、
二
三
頁
。

ア
メ
リ
カ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
法
学
者
と
し
て
知
ら
れ
、
弁
護
士
と
し
て
も
活
動
し
て
い
るCatharine A

. M
acK

innon

は
、
こ
の
「
自
由
」

を
取
り
巻
く
具
体
的
状
況
を
、
特
に
女
性
の
直
面
す
る
レ
イ
プ
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
っ
た
様
々
な
問
題
に
文
脈
付
け
、
法
理

上
の
形
式
的
な
自
由
の
理
解
が
、
か
か
る
問
題
の
被
害
者
の
性
的
自
由
の
抑
圧
を
温
存
す
る
結
果
を
招
く
こ
と
を
批
判
す
る
。
即
ち
、
社
会
的
状

況
に
関
し
て
中
立
的
な
自
由
の
法
理
（
彼
女
は
こ
れ
を
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
「
自
由
」
の
法
理
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
分
析
す
る
）
が
、

現
実
の
社
会
的
状
況
／
不
平
等
関
係
に
置
か
れ
る
女
性
を
そ
の
不
平
等
な
社
会
的
状
況
の
中
に
押
し
と
ど
め
る
効
果
を
有
す
る
と
い
う
。See 

CA
T

H
A

RIN
E A

. M
A

CK
IN

N
O

N
, W

O
M

EN
ʼS LIV

E, M
EN

ʼS LA
W

 247 (H
arvard U

niversity Pres, 2005).

現
実
の
「
自
由
」
の
制
約
を
評
価
せ
ず
、
自
由
を
具
体
的
社
会
的
文
脈
か
ら
切
り
離
し
、
所
与
の
も
の
と
す
る
思
想
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の

が
「
抽
象
的
個
人
像
」
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
近
代
法
に
お
い
て
想
定
さ
れ
て
き
た
抽
象
的
個
人
像
か
ら
具
体
的
個
人
像
へ
の
現
代
的
転
換
の
傾

向
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
具
体
的
人
間
像
と
は
、
自
己
を
と
り
ま
く
社
会
経
済
的
諸
関
係
に
自
由
の
行
使
を
縛
ら

れ
つ
つ
決
断
し
、
行
為
す
る
人
間
像
で
あ
る
。
佐
藤
幸
治
は
、
現
代
の
法
的
関
心
が
「
具
体
的
個
人
」
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら

も
、
し
か
し
な
が
ら
そ
こ
で
の
問
題
点
と
し
て
、
国
家
の
役
割
の
比
重
が
拡
大
す
る
中
で
「
個
人
の
自
律
性
」
を
い
か
に
し
て
維
持
し
て
い
く
の

か
と
い
う
課
題
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
佐
藤
、
前
掲
注
（
1
）、
二
八
─
四
二
頁
参
照
。

（
3
）

（
4
）

（
5
）
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セクシュアル・ハラスメント法理における「歓迎されないこと」概念の考察（一）

例
え
ば
、
紙
谷
雅
子
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
分
析
視
角
を
用
い
た
法
学
研
究
を
概
括
す
る
中
で
、
平
等
論
の
コ
ン

テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、「
社
会
が
男
性
に
帰
属
さ
せ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
を
、『
人
』
の
一
般
的
基
準
と
す
る
枠
組
み
」
と
す
る
こ
と
を
批
判

し
、「
男
性
と
女
性
と
を
取
り
込
ん
だ
形
で
の
『
人
』
の
視
点
か
ら
法
を
論
じ
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
男
性
に
偏
ら
な
い
『
人
』
の
イ
メ
ー
ジ

を
前
提
と
す
る
法
体
系
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
紙
谷
雅
子
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
法
理
論
」『
岩
波
講
座　

現
代

の
法　

一
一　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
法
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
四
八
頁
参
照
。

中
山
道
子
『
近
代
個
人
主
義
と
憲
法
学
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）。

辻
村
み
よ
子
『
比
較
憲
法
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
二
三
九
─
二
四
一
参
照
。

CA
T

H
A

RIN
E A

. M
A

CK
IN

N
O

N
, SEX

U
A

L H
A

RA
SSM

EN
T

 O
F W

O
RK

IN
G W

O
M

EN
 1 (Y

ale U
niversity Press, 1979).

村
山
淳
彦
監
訳
『
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト 

オ
ブ 

ワ
ー
キ
ン
グ
・
ウ
ィ
メ
ン
』（
桐
書
房
、
一
九
九
九
年
）
二
六
頁
参
照
。

本
稿
で
は
、
合
衆
国
公
民
権
法
第
七
編
の
解
釈
に
関
わ
る
判
例
を
中
心
に
検
討
す
る
。
公
民
権
法
第
七
編
に
よ
る
差
別
禁
止
に
つ
い
て
は
、

合
衆
国
憲
法
修
正
一
四
条
の
よ
う
な
違
憲
審
査
基
準
（
厳
格
審
査
、
中
間
審
査
、
合
理
性
の
基
準
）
は
用
い
ら
れ
ず
、
以
下
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、

よ
り
き
め
細
か
い
判
断
基
準
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

山
崎
文
夫
『
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
法
理
』（
総
合
労
働
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
頁
参
照
。

42 U
.S.C. § 2000e-2 (a).

W
illiam

 v. Saxbe, 413 F. Supp. 654 (D
.D

.C. 1976); Barnes v. Costle, 561 F.2d 983 (D
.C.Cir.1977).

29 C.F.R. § 1604. 11 (a).

一
九
七
二
年
雇
用
機
会
均
等
法
と
は
、
一
九
六
四
年
公
民
権
法
第
七
編
の
修
正
規
定
が
集
合
し
た
法
律
で
あ
る
。
同
法
律
の
修
正
規
定
を
反

映
さ
せ
た
も
の
が
、
そ
の
時
点
で
の
一
九
六
四
年
公
民
権
法
第
七
編
と
な
る
。
一
九
七
二
年
雇
用
機
会
均
等
法
制
定
以
降
、
一
九
七
八
年
妊
娠
差

別
法
、
一
九
九
一
年
公
民
権
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
法
律
の
制
定
機
会
ご
と
に
一
九
六
四
年
公
民
権
法
第
七
編
が
改
正
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
相
澤
美
智
子
『
雇
用
差
別
へ
の
法
的
挑
戦
』（
創
文
社
、
二
〇
一
二
年
）
一
二
四
頁
参
照
。

V
inson v. T

aylor, 23 FEP Cases 37 (D
.D

.C. 1980).
Id. at 19.
V

inson v. T
aylor, 753 F.2d 141 (D

.C. Cir. 1985).
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論　　　説

本
件
で
引
用
さ
れ
たBundy v. Jackson

事
件
（205 U

.S. A
pp. D

.C. 444, 456, 641 F.2d 934, 946 (1981)

）
で
は
、
申
立
人
に
対
す

る
上
司
か
ら
の
性
的
な
誘
い
掛
け
や
性
癖
を
尋
ね
ら
れ
る
等
の
言
動
が
第
七
編
違
反
と
な
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
。
本
件
を
審
理
し
た
コ
ロ
ン
ビ

ア
特
別
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
前
掲
注
（
9
）
のM

acK
innon

の
著
書
を
引
用
し
、
Ｓ
Ｈ
が
成
立
す
る
か
否
か
の
判
断
に
お
い
て
Ｓ
Ｈ
と
し

て
争
わ
れ
る
言
動
に
対
す
る
抵
抗
を
要
求
す
る
こ
と
が
、
Ｓ
Ｈ
被
害
者
に
対
し
不
利
益
に
な
る
と
判
断
し
、
原
告
を
支
持
す
る
判
決
を
下
し
た
。

V
inson, 753 F.2d at 148.

Id. at 146.
M

eritor Sav. Bank, FSB v. V
inson, 477 U

.S. 57 (1986).
Id. at 67.
Id. at 68.
Id.
29 CFR § 1604.11 (b) (1985).
M

eritor, 477. U
.S. at 69.

Reed v. Shepard, 939 F.2d 484 (7th Cir. 1991).
Id. at 486.
Id.
Id. at 492.
Id.
32 F.3d 1007 (7th Cir. 1994).
Id. at 1009.
Id.
Id. at 1010.
Id. at 1011.
Id.
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セクシュアル・ハラスメント法理における「歓迎されないこと」概念の考察（一）
989 F.2d 959 (8th Cir. 1993).
Id. at 962.
Id.
Id. at 963.

「
全
体
的
な
状
況
」
に
申
立
人
の
日
頃
の
言
動
に
関
す
る
証
拠
を
組
入
れ
る
に
あ
た
り
、
申
立
人
が
嫌
が
ら
せ
を
行
っ
て
い
る
人
物
に
抗
議

し
、
企
業
幹
部
に
そ
れ
を
報
告
す
る
場
合
、
申
立
人
の
立
場
は
裁
判
上
有
利
に
な
る
。
ま
た
、
被
害
女
性
が
嫌
が
ら
せ
を
行
う
人
物
の
性
的
言
動

が
歓
迎
さ
れ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
更
な
る
同
様
の
行
為
を
行
う
べ
き
で
な
い
と
嫌
が
ら
せ
を
行
う
人
物
に
速
や
か
に
伝
え
た
場
合
、
そ
の
後
の
裁

判
に
お
い
て
使
用
者
が
問
題
と
な
る
性
的
言
動
が
歓
迎
さ
れ
た
と
主
張
す
る
可
能
性
は
低
く
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
害
者
は
、
職
を
失
う
こ

と
を
懸
念
し
、
す
ぐ
に
使
用
者
へ
報
告
す
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
こ
と
も
あ
る
。
加
え
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
「
恥
」
や
「
当

惑
」
を
感
じ
、
同
僚
は
も
と
よ
り
、
家
族
に
も
被
害
を
黙
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。RA

Y
M

O
N

D
 F. GREGO

RY
, U

N
W

ELCO
M

E A
N

D
 

U
N

LA
W

FU
L 36 (Cornell U

niversity Press, 2004).
Carr

が
「
男
の
内
の
一
人
」
に
な
る
よ
う
努
め
た
、
と
い
う
主
張
は
、
要
す
る
に
、
唯
一
の
女
性
被
用
者
で
あ
っ
た
彼
女
が
、
他
の
男
性

被
用
者
と
同
じ
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と
に
よ
り
、
職
場
に
お
い
て
「
受
け
入
れ
ら
れ
る
」
よ
う
努
め
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

A
nn C. Juliano, D

id She A
sk for It?, 77 Cornell L. Rev. 1558, 1561 (1991-1992).

邦
語
文
献
に
よ
る
、
司
法
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
の
指
摘
な
い
し
分
析
に
つ
い
て
は
差
し
当
た
り
、
角
田
由
紀
子
『
性
の
法
律

学
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
一
年
）、
小
宮
友
根
『
実
践
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』（
新
曜
社
、
二
〇
一
一
年
）、
日
本
弁
護
士
連
合
会
両
性
の
平
等
に
関

す
る
委
員
会
・
二
〇
〇
一
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
『
司
法
に
お
け
る
性
差
別
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

M
ary F. Radford, T

he Proof of W
elcom

eness in Sexual H
arassm

ent Cases, 72 N
.C. L. LEV

. 499, 509 (1994).
Id.心

理
学
的
、
社
会
学
的
調
査
で
は
多
く
の
女
性
が
、
彼
女
達
が
職
場
で
職
務
を
成
功
裏
に
遂
行
す
る
能
力
に
と
っ
て
、
職
場
に
お
け
る
性
的

な
注
目
が
屈
辱
的
で
心
を
か
き
乱
し
、
潜
在
的
に
有
害
な
も
の
と
な
る
と
み
な
す
傾
向
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。See Radford, supra 

note 47, at 526.
See Juliano, supra note 45, at 1585-1587.
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Id.
Rabidue v. O

sceola Refining Co., 805 F. 2d 611 (6th Cir. 1986).
Id. at 614

．

Id. at 615.
Id. at 620

．

Id.
Id. at 621.
Id. at 626.
Id.
Id.
Id. at 627.
Id. at 626-627.
715 F. Supp. 1496 (D

. Colo. 1987).
Id. at 1499.
Id.
Ebert v. Lam

ar T
ruck Plaza, 828 F.2d 338 (10th Cir. 1989).

924 F. 2d 872 (9th Cir. 1991).
Id. at 873.
Id. at 878.
Id.
Id. at 879.
Id. at 880.
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